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芸
術
の
秋
、 

六
十
二
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

本
部
よ
り
賛
助
と
し
て
、 

理
事
長
の
伊
藤
昌
石
先
生
、 

副
理
事
長
の
松
永
清
石
先
生
、 

同
兼
事
務
局
長
の
関
根
玉

振
先
生
、 

企
画
委
員
長
兼
総
務
部
長
の
大
池
青
岑
先
生
の

御
出
品
を
賜
り
ま
し
た
。 

　

支
部
の
先
生
方
か
ら
は
、 

二
一
五
名
の
多
数
の
御
出
品

を
頂
き
、 

広
き
会
場
の
各
六
室
は
、 

白
と
黒
の
清
澄
な
空

間
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

　

又
青
年
部
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
で
は
、 

五
団
体
と
個
人
六

名
様
の
御
出
品
を
頂
き
、 

若
き
皆
様
の
日
頃
の
習
練
を
実

ら
せ
た
完
成
度
の
高
き
制
作
に
、 

毎
年
乍
ら
、 

深
い
感
動

を
覚
え
、 

今
後
の
支
部
飛
躍
の
希
望
を
抱
き
、 

鑑
賞
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

　

御
出
品
御
尽
力
頂
き
ま
し
た
各
先
生
方
、 

青
年
部
御
出

品
の
皆
様
、 

そ
し
て
御
多
忙
の
中
、 

そ
の
御
指
導
に
携
わ

れ
た
先
生
方
に
、 

こ
の
書
面
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 　

支
部
展
の
事
務
処
理
は
、 

毎
年
八
月

上
旬
の
出
品
依
頼
書
類
の
印
刷
か
ら
始
ま
り
、 

九
月
下
旬

迄
の
出
欠
返
信
の
整
理
。 

十
月
初
旬
は
、 

出
品
者
用
書
類

の
印
刷
配
布
作
業
を
、 

支
部
長
と
役
員
四
名
で
急
ピ
ッ
チ

に
行
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
後
十
一
月
中
旬
に
、 

搬
入
搬
出
の

進
行
表
作
成
と
配
布
。 

そ
し
て
当
日
、 

先
生
方
の
御
協
力

の
元
、 

正
に
一
宮
支
部
集
大
成
の
書
道
展
が
開
催
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
す
。 

　

本
年
度
も
至
ら
ぬ
点
が
多
々
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、 

先
生

方
の
御
蔭
で
無
事
に
幕
を
閉
じ
る
事
が
出
来
、 

安
堵
し
て

お
り
ま
す
。 　

又
来
年
度
六
十
三
回
展
も
、 

多
数
の
御
出

品
並
び
に
、 

変
わ
ら
ぬ
御
尽
力
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


